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一　般　発　表

南北地．机こおけ春季気配の近年の高温傾向について

羽牛和郎・内鳥酬い菅原　例

欄」ヒ　投　武）

1．　まえがさ

水稲の虚構針宵の式験咤各地にかいてかなり行なわれ・

犠増技術は－一応繁ったものと思われろ・しかし直播栽培

吐移噌哉培忙比べて甫代という保護期間がないので・出

芽．苗立ちは直嘩気象の影響を受け・璃時期の早限吐温

度的に厳しく制限されるので・作李の策定に当っては気

象的立喝からの検討が必要であり・筆者らはこのようを

見地から既に一部を報告している・

近年播種時期に当る5日の気温が石巻において高温の

傾向にあることが指摘されてレ、る‥これ吐安全播種期の

決定のさい極めて京大を竜味をもつので・聾者ら吐これ

を本邦全域にわたって喝ベー高温傾向の地域的特徴と気

温牢変化の中での5日の特徴を明らかにし一栽培技術普

及上の参考に供しようとした・

2．5月平均気温の経年射化とその地域性

友邦の主要地点について5日平均気温の平年偏差の経

年的変化をみると．一部の地点を除き1948年（昭和28

年）以降現在11964年）－て平年より高温の年が連な

っている．扁1園には代表的地点の例を示す・ここに平年

と吐1921－1950年の30カ年の平均値であり・平年

値より高温部分を黒で示してある・1947年まで吐低温・

高温の最期的変異は明瞭でない・また岡山・宮崎など西

日本では1948年以峰にお小ても高温の傾向咤なく，平

年値からの変動も′」、さい・

第1図　5月平均気温平年偏差の経年変化
（平年値：1921－’50年平均値）

次忙高温傾向の著しい近年15カ年間（1948－’62

年の平均気温と平年値（1921－195∩年）との偏差の

分布を弟2図に示す．1．OC以上の高温地帯吐北海道西

部から東北地方の中央を縦断し・東京に遠する噂の東側

の地帯であり．東北地方の太平洋沿岸・北海道の中央内

陸部を除く地域は1．2－1．3Cの高温傾向地帯となって

り

いる．東北地方から南西へ向うほつれて高温の確度咤弱

まり．近畿地方ではゞ平年値に等しく左る・

大

第21巨近年15が㌍（1948－，62年）平均値でみた5月ヤ

均気温平年偏差の分布

3　年変化からみた5月の気温

上述の上うに5日の気温の近年の高湿は5日だけのも

のかどうかを明らかにするため．他の句についても同凛

に近年15カ年の平均気温と平年値との偏差を求めた・

その結果第8回に例′1ミしたように．5日の近年の高温は・
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第3図1948～，62年間平均気温平年偏差の季節変化
（、ド均値：1921～’50年平均値）
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近年の暖冬に唾なる現象であることが明らかとなった・

西日太で吐，暖冬吐認められるがその確唾は弱く，4日

で終っており．中部地方以東の東日永では5日まで頗苦

に現われている．6～8月の梅雨一盛夏期及び9、11

月の秋季は平年との差が少なく，かつ地域に上る一雇の

高温また吐低温の傾向はみられない・

この上うな暖冬及びそれに連なる暖寺の原因につレトで

は解明されていないが．比較的短い同期の琶物現象とみ

るのが普通の考え方であり．寒冬・冷春の周明のくるこ

とも十分考えられる・

4　統計年次の違いによる5月気温の変化と温度

の季節変化

気温の上昇期にかいて円平均気温が高くなるというこ

とは．その日の温瞳の季節が准むことを意味する．例え

ばある一定温度仇が出現する臼を8日とする．気温が

」βCだ叶高くなったとするとβどの出現日はdHだけ早

罵1表　近年15カ年平均値でみた5月平均気温

の平年偏差と温度季節の変化

地　 名 a

平 年 値 を 1 9 2 1 、 平 均 値 を 1 9 3 ト ー

′5 0 年 平 均 と し ′6 0 年 平 均 値 と

た 場 合 した 喝 合

」♂ d J J， d

札　 幌 0 ．1 3 1 ．3 C ＋ 1 0 日 0 ．8 C ＋ 6 日

宵　 森 0 ．1 2 0 ．9 ＋　 8 0 ．7 ＋ 6

慈　 伺 0 ．1 3 1 ．1 十　 9 0 ．8 ＋ 6

仙　 台 0 ．1 1 1 ．1 ＋ 1 0 0 ．8 ＋ 7

秋　 田 0 ．1 4 0 ．8 ＋　 6 0 ．7 ＋ 5

福　 島 0 ．1 1 1 ．1 ＋ 1 0 0 ．8 十 7

山　 形 0 ．1 3 0 ．8 ＋　 6 1 ．1 ＋ 9

新　 潟 0 ．1 2 0 ．9 ＋　 8 0 ．7 ＋ 6

長　 野 0 ．1 1 0 ．6 ＋　 6 0 ．5 十 5

岐　 阜 0 ．1 3 0 ．4 ＋　 3 0 ．2 l 十 2

岡　 山 0 ．18 － 0 ．3 －　 2 － 0 ．1 － 1

宮　 崎 0 ．1 0 0 ．0 0 0 ．0 0

註　且欄の十吐温度季節の進みを．一波遅れを示す．

せり〝巳となるであろう．1カ月くらいの比較的短期間

の平年の気温推移吐，気温上昇期あるいは下降期にかい

て吐．平滑化するとほぼ直領的推移をたどるものとみて

さしつかえをh・したがって気温βと層相かとの間には

一般に

♂＝〃∂＋〃。．‥‥…（1）

が成立する．ロは温蜃推移の勾配であり．♂〃吐β＝O

Kおける気温である．気温が平均してdβだけ高くなる

とすると．一定海産出現臼の促進日数且はm式から

。＝＿1旦　………．（2）

となる．

ht5日の気温について．上旬の平均気温と下旬平均

気温から針を求め．5月の月平均気温の最近15カ年の

平均値と平年値との差Jt，を求め，促堰日数d女親出す

ると第1表のようになる．

気象庁の旧平年値である1921－1950牢平均値に比

較すると．近年15カ年の平均値は温覆季節が6－1〔

臼早まっており．現平年値である1931－196∩生平均

値に対しても5－9日早まっていることがわかる．

5　　椅　　論

近年行なわれている水稲直塙栽培武威の接とんどすべ

て吐このような春季高温という条件下で行なわれており，

このような栽培武儀の確験的橋梁だけから作李を暦日で

決めること吐上述の理由から極めて危験をことが知られ

る．また最近の萄かい気象橋計値から作李や適地を決め

ることも岡澤に危険であり．比較的長期変異の少ない

1921－1950年の統計値やもつと長い統計期間をもつ

平年気温推移から作李を設定することが安全である・

これは単に水稲直堵試廉にとどずらず，近年実施され

た水稲移租栽培並びに一役相戦培試験薦果を普及する場

合にも4－5月の高温条件を考魔に入れ，経験的作李を

普及することのをいエう注意を喚超するものである・
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